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㸲㸬㸱㸬┣Ⅼとなる事౛ 
 ௨ୗの事౛は、ᨃと┿のセレンディࣆティを相஫に行き交う、あるいはᢏ⾡系௻業にと

って発見の機会を見┤す┣Ⅼとなる事౛となるであろう。 

・ ᬑẁ⟶理に㏣ࢃれるリーࢲが、「ᡂ果⟶理主⩏ୗでは部ୗにリスクのあるᐇ験をやら

せにくい。」と、ᩒえて自分自㌟でᐇ験を行う時間をసり、チー࣒で行きワっていた

課題に対ᓖしたところ、ẚ㍑的短時間にᨃのセレンディࣆティにᕠり合ったという。 

・「本社の中央研究ᡤで࣎ࢶになったテー࣐をᡃ々子会社のキーパーࢯンに⤂௓してくれ

ないかとᛮうことがⰋくあるのです。ᡃ々にとっては、社㐠をかけてྲྀり⤌࡭ࡴき貴

重なࢩーࢬᢏ⾡になり得ることがあるのです。」 

・「とにかく会うおᐈさࢇに๓の部門で㛤発してきたࢧンプルを⨨いて来るのです。㠃会

の目的とはまったく関ಀのないᮦ料なのですが。」 

ᢏ⾡系௻業は、工夫ḟ➨では発見๰出の機会にᐩࢇでいるともゝえる。ࣇレー࣒を意識

しながら、ຠ果的な⤌⧊行動をᶍ⣴すれࡤイノ࣋ーࣙࢩンのⅆ種をᑟく Whatをಁ㐍するこ

とは可能であろう。 

 
㸳㸬まとめ 
 本✏ではᗈ⩏の発見を定⩏するとともに分㢮を行い、発見の理ゎと㆟論のためにᐇ㊶的

なࣇレー࣒をᥦ᱌した。さらに関連する事౛を౛♧し、イノ࣋ーࣙࢩンのⅆ種となる What

を発見するためのᨭ᥼の方策を㆟論した。 
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R䠃D 䝬䝛䝆䝯ン䝖䛻対䛩䜛研究䝔ー䝬ᥦ᱌ไᗘの㛵䜟䜚᪉ 

 

 
 （ᒾᓮ அຬ, ྡྲྀ 㝯㸦❧࿨㤋大学大学㝔ۑ

 

 

 
1. はじめに 

௻業の㹐㸤㹂䝬䝛䝆䝯ン䝖䛻䛚䛔䛶は、研究䝔ー䝬の᥈⣴᪉ἲ䛸、䝔ー䝬の持⥆ⓗ䛺ᥦ᱌䛜重要䛺ㄢ㢟で䛒

䜛䚹この研究テー࣐の᥈⣴が௻業内の新つ事業㛤ᣅをྖるᑓ門部によってなされる௨外に、おおよそ社内

の全部門、特に研究㛤発を担ᙜする部門からᗈく公ເのᙧでなされる場合がある。それをල現化するた

めに、いࢃゆる中ሀつᶍ௨上の௻業においてはᚑ業ဨからの、かような✚ᴟ的なテー࣐発᱌をಁす࡭く、

「研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘ」を社内つ定等によりไᗘ化していることが多い。 
ところが、ไᗘ化されているにもかかࢃらず、研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘが新つ事業๰出にຠ果的にᐤ与し

ているẼ配が見られず、ᚑってᏑᅾ感がなく、そのᚲ要性すら᭕᫕であって、いࢃゆるᾋ㐟✵間に⁻っ

た状態となってしまっている。 
そこで、本研究では、特に、年間を通し一定ᩘ௨上のテー࣐ᥦ᱌ᩘをᮇᚅできる中ሀつᶍの〇造࣓ー

カーの研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘに↔Ⅼをᙜて、「なࡐ、これら研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘが௻業の新〇ရ㛤発にうま

く結ࡧついていないのか、」というリࢧーチ・クエッࣙࢩンを❧てたいと考えている。 
本報告では、特に、化学系㹀㸰㹀௻業でᐇ㝿⾜䜟䜜䛶䛔䜛䛔䛟䛴䛛の研究䝔ー䝬᥈⣴஦౛䜢ྲྀ䜚上䛢、研

究䝔ー䝬ᥦ᱌ไᗘの維持䝁ス䝖䛻╔┠し、㹐㸤㹂䝬䝛䝆䝯ン䝖䛻対䛩䜛研究䝔ー䝬ᥦ᱌ไᗘの㛵䜟䜚᪉䛻䛴䛔䛶

᳨ウ䛩䜛䚹 
 

2. 研究⫼景 

2.1 中ሀ〇造௻業の㹐㸤㹂 

報告者らは、中ሀ〇造௻業の関ಀ者との㠃ㄯから、会社のḟのᒇྎ㦵を⫼負えるような新〇ရが出な

いとのჃきを、㠀公ᘧながらよく⪥にする。一⯡に中ሀ〇造௻業はそのつᶍに‽ずる⊂❧した㹐㸤㹂⤌

⧊を保᭷し、研究㛤発を行うにᙜたり、少なくともᚲ要最低㝈の研究᪋タと研究者を᭷し、そしてそれ

相ᙜの研究㛤発費をᢞධしている。 

しかしながら、それにも関ࢃらず、関ಀ者がཱྀを䬘えて新〇ရが出てこないと評するのは、これらᢞ

資の㢠とそのᡂ果≀の価್との間にᇙめ㞴いアンバランスさを感じているからに他ならない。つまりは、

ᙜヱ関ಀ者がᮇᚅする࡯どには新〇ရ㛤発をྖる㹐㸤㹂がうまく機能していない現状にあるとゝえる。 

 

2.2 㹐㸤㹂と研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘ 

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘはゝうなれࡤ、その௻業に属する全ᚑ業ဨの㢌⬻を活性化させ、஫いに情報をඹ

᭷し、そして知ᜨを結集させることが可能となるⅬにおいて、このไᗘをうまく機能させることができ

れࡤ、理ᒅの上では㉁・㔞ともに十分な研究テー࣐の᥀り㉳こしが可能になるはずである。少ேᩘから

構ᡂされる新〇ရ㛤発のᑓ門部⨫のேဨయไのᯟを㉸えて、ேᩘ的にはそのᩘ十ಸもいる研究ဨのඃ秀

な㢌⬻をうまく活用するのがຠ⋡的ではなかろうか。その意࿡で、本報告者らは研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘに

㍈足をᤣえた本研究を展㛤したいと考えた。 

 

2.3研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの⥔持コスト 

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘをᙧ㧁化させることなくỌ続的に⥔持しようとすれࡤ、௻業は研究ဨに対し、ᖖ

日㡭から✚ᴟ的に௨ୗに㏙࡭るそれ相ᙜのࢧーࣅスをᥦ౪しなけれࡤならない。そしてこのࢧーࣅスᥦ

౪のためにはコストがకう。ලయ的にはḟのコストが考えられる。 

 

2.3.1事務ᒁのタ⨨ 

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘをᐇ㝿に㐠Ⴀしていくためには事務ᒁのタ⨨がᚲ㡲となる。事務ᒁの主な௵務は、
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ᥦ᱌受理、ᑂ査、報ዡ、ᥦ᱌に対する事ᚋ的ࣇィードバック等に関する事務ฎ理である。ᚑって、労務

費を中心とした事務ᒁ㐠Ⴀに関する⥔持コストが⥅続的に発生する。 

 

2.3.2情報の粘╔性ඞ᭹手ẁの構築 

化学系㹀㸰㹀௻業䛻䛚䛔䛶研究テー࣐を発᱌するためには、一⯡〇造業における日ᖖ業務のᨵၿᥦ᱌や、

日用㞧㈌ရをᢅう㹀㸰㹁〇造業における場合とは異なり、ᚑ業ဨがᅛ᭷に保᭷するࢩーࢬ情報に、ᕷ場

にⅬᅾする⡆༢には認知できないࢽーࢬ情報を抽出し、それらを相性よく⼥合させるᚲ要がある。この

情報はᴫしてᕷ場の㢳ᐈに೫ᅾしているため、その情報⋓得には⛣㌿コストが発生する㸦情報のࢬーࢽ

粘╔性）。 

このࢽーࢬ情報はႠ業⏤来情報の他、㏆年では࢜ンライン᳨⣴等でのධ手が可能となっている。ᚑっ

て、研究ဨが౑用する࢜ンライン᳨⣴手ẁの構築がᚲ要となり、᳨⣴のための㐠㌿コストが⛣㌿コスト

の一つとして発生する。そしてそのようにして得られたࢽーࢬ情報を研究ဨ全ဨでඹ᭷できるようにࢼ

レッジ・࣐ネジ࣓ントするうえでの㹂㹀⟶理コストが発生する。 

 

2.3.3ᩍ⫱ 

 研究テー࣐発᱌には、上㏙のようにࢩーࢬ情報にࢽーࢬ情報を合యさせる高ᗘなᢏ⾡が要ồされる。

これをᡂຌにᑟくためには、それ相ᙜのᩍ⫱とカ⦎がᚲ要となる。ᚑってそのᩍ⫱等に費やされるコス

トが発生する。 

 

2.3.4アドバイザリー 

 研究ဨによりᥦ᱌内容に新つ性があるか等、研究ဨが主観的に価್を認めて持ࡕ㎸ࢇだ研究テー࣐が

果たしてᐈ観的に見て価್があるかྰかを調査᳨ウしたり、研究ဨがḧするࢩーࢽ、ࢬーࢬ情報を࢜ン

ラインでの᳨⣴ධ手を࣏ࢧートするための社内スタッࣇ⤌⧊がᚲ要となる。そこで、これを担う⤌⧊と

しての知的㈈⏘部や情報⟶理部をே㈈㠃、資金㠃でなお一ᒙ充ᐇさせるᚲ要がある。ᚑって、そのため

の労務費・タഛ費等がコストとなって㢧ᅾ化する。 

 
3. ඛ行研究 

過ཤᩘ十年にΏり、௻業内の一⯡的な「ᥦ᱌ไᗘ」、౛えࡤ〇造ライン上のရ㉁⟶理や、日ᖖの業務ᨵ

ၿ等に関する研究についてはᩘ多く見受けられる。しかしながら、௻業の研究㛤発にス࣏ットをᙜてた

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘに関する文献は少ない。あるとしても、それらはᐇ態ࢧー࣋イ調査結果のᥦ♧と⡆

༢なゎ㔘等であって、本研究のように中ሀ〇造௻業に↔Ⅼをᙜて、かつ、研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘとその⥔

持コストにス࣏ットをᙜてたඛ行研究は本報告者らの知る㝈り見ᙜたらない。 
 

4. 事౛ 

本報告者らは、〇⸆系およࡧバイ࢜系をྵࡴいࢃゆるᗈ⩏の化学系௻業に↔Ⅼをᙜてたプレ・インタ

、ࡆー調査をᚑ来より⥅続的にᐇ᪋している。௨ୗ、その調査に基づく事౛の中からいくつかྲྀり上ࣗࣅ

ྛ社の㹐㸤㹂活動における研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの఩⨨づけを明らかにするとともにその結果を基に研究

テー࣐ᥦ᱌ไᗘの⥔持コストについて㸳㸬௨㝆で㆟論する。 

調査対象となる化学系௻業の研究者ேཱྀのᩘにより、「ᑠつᶍ௻業」、「大௻業、」そしてこれら୧者の

中間に఩⨨する「中ሀ௻業」の㸱つに大きく分㢮して᳨ウした。「ᑠつᶍ௻業」とは研究者ேཱྀ㸰㸮ྡ௨

内、「大௻業」とは研究者ேཱྀ㸯㸮㸮㸮ྡ௨上、そして「中ሀ௻業」とは研究者ேཱྀ㸯㸮㸮㹼㸰㸮㸮ྡ⛬

ᗘの௻業にὀ目した。 

4.1 ᑠつᶍ௻業 

4.1.1 㹑㸯社㸦㹐㸤㹂特化ᆺ௻業） 

 㹑㸯社は、࣍ールディングスの一ဨであって、研究㛤発に特化した、研究者ேཱྀ㸰㸮ྡᙅの化学系௻

業である。ᚑ業ဨ⤯対ᩘが少ないこともあり、⤌⧊は全యとしてࣇラットでアット・࣍ー࣒な㞺ᅖẼで

ある。研究テー࣐はトップࢲウンでỴまる場合が多く、࣎ト࣒アップに⏤来する研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの

ような仕⤌ࡳは社内で明文化されていない。しかしながら、いࢃゆるアングラ研究はᐇ㉁上チ容されて

おり、それにより研究者が自ᕫの研究内容に手ࡈたえを感じた場合には㝶時上࡬⏦告がなされる。その

意࿡では୙文の研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘがᏑᅾするとゝうこともできるが、会社がᑠつᶍかつアット・࣍ー
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テー࣐ᥦ᱌ไᗘの⥔持コストについて㸳㸬௨㝆で㆟論する。 

調査対象となる化学系௻業の研究者ேཱྀのᩘにより、「ᑠつᶍ௻業」、「大௻業、」そしてこれら୧者の

中間に఩⨨する「中ሀ௻業」の㸱つに大きく分㢮して᳨ウした。「ᑠつᶍ௻業」とは研究者ேཱྀ㸰㸮ྡ௨

内、「大௻業」とは研究者ேཱྀ㸯㸮㸮㸮ྡ௨上、そして「中ሀ௻業」とは研究者ேཱྀ㸯㸮㸮㹼㸰㸮㸮ྡ⛬

ᗘの௻業にὀ目した。 

 

4.1 ᑠつᶍ௻業 

4.1.1 㹑㸯社㸦㹐㸤㹂特化ᆺ௻業） 

 㹑㸯社は、࣍ールディングスの一ဨであって、研究㛤発に特化した、研究者ேཱྀ㸰㸮ྡᙅの化学系௻

業である。ᚑ業ဨ⤯対ᩘが少ないこともあり、⤌⧊は全యとしてࣇラットでアット・࣍ー࣒な㞺ᅖẼで

ある。研究テー࣐はトップࢲウンでỴまる場合が多く、࣎ト࣒アップに⏤来する研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの

ような仕⤌ࡳは社内で明文化されていない。しかしながら、いࢃゆるアングラ研究はᐇ㉁上チ容されて

おり、それにより研究者が自ᕫの研究内容に手ࡈたえを感じた場合には㝶時上࡬⏦告がなされる。その

意࿡では୙文の研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘがᏑᅾするとゝうこともできるが、会社がᑠつᶍかつアット・࣍ー

࣒ゆえのなせる業であるともゝえ、研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘが୙文つ定として確かにᏑᅾし、それが᭷ຠに

機能していると༢純にはゝえない。 

 

4.1.2 㹑㸰社㸦化学系࣋ンチャー） 

 㹑㸰社は、๰❧㸯㸮年ᙅのヨ⸆〇造受ク会社である。化学࣓ーカー等から㝶時౫㢗を受けてᴟ少㔞の

化学⸆ရを特ὀ〇造するのを主な生業としている。ᚑ業ဨᩘは㸯㸮ྡに‶たず、いࢃゆる࣋ンチャー௻

業の範␪に属する。社㛗のリーࢲーࢩップにより研究テー࣐が㑅定されており、ᚑ業ဨは㝶時、意見、

ᥦ᱌はするが基本的に社㛗が外部からධ手した研究テー࣐を社内にྲྀりධれている様子である。ᚑって、

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘのような明文つ定はなく、୙文つ定としてのไᗘがあるともゝえず、研究࣓ンバー

㸦ᚑ業ဨ）から研究リーࢲー㸦社㛗）に対するᥦ᱌・意見は、研究リーࢲーと研究࣓ンバーの通ᖖの日々

のコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩンの範ᅖ内の行Ⅽとゝえる。 

 

4.2 大௻業 

4.2.1 㹊㸯社㸦⥲合化学） 

 㹊㸯社は、ఏ⤫のある⪁⯒の大手⥲合化学࣓ーカーである。᫛࿴の㡭は研究テー࣐発᥀のᑓ門部を中

央にタ⨨し、そこがྖ௧ሪとなって研究テー࣐を発ಙしていた。ᙜ時はプラントタ⨨等にకう種々のᨵ

ၿのための研究ᮦ料に事Ḟくことはなく、トップࢲウンで研究テー࣐㑅定が行ࢃれていたようである。

᫛࿴の⤊ࢃり㡭、化学業⏺自యが᪤にᡂ⇍⏘業となり、新たな分㔝࡬の多ゅ化㐍出が᳨ウされ出した時

代、研究者のேᮦ活用がὀ目され出し、それが現ᅾにᘬき⥅がれている。研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘ上でのᥦ

᱌行Ⅽは、通ᖖは研究者が⣬㠃に自らの研究構᝿を⾲現し、それにⱝᖸのཱྀ㢌ㄝ明を⿵足するᙧで行ࢃ

れるのが通ᖖである。それに対し㹊㸯社のある事業ᡤでは研究構᝿⾲現の場として社内でのプレࢮンテ

ーࣙࢩン大会を定ᮇ的に㛤ദしており、より一Ṍ㐍化した研究テー࣐ᥦ᱌のᙧとゝえる。 

 

4.2.2 㹊㸰社等㸦大手〇⸆） 

㹊㸰社等は、グローバルに事業展㛤している日本を代⾲する大手〇⸆会社である。大つᶍゆえにもࡕ

ろࢇ事業ᡤࡈとの特Ⰽはあるにしても、聞くところによると種々のไᗘの一環として研究テー࣐ᥦ᱌ไ

ᗘをᬑ通にྲྀりධれている様子がうかがえる。ไᗘによるຠ果は௒ᚋの㏣調査をᚅたࡤࡡならないが、

㛗年、⥅続ᐇ᪋されている様子からไᗘはᙧ㧁化しておらず、一定のᡂ果は得られているものと᥎察さ

れる。 

 

4.3 中ሀ௻業 

4.3.1 㹋㸯社㸦⪁⯒安定௻業） 

 㹋㸯社は、௻業つᶍ的には大௻業に属するが、研究ேဨ等は௻業つᶍに対し相対的に少ない㉸安定ᆺ

エネルギー౪給௻業である。㹋㸯社の研究㛤発は自社౪給エネルギーを฼用するための周辺機ჾが࣓イ

ンとなるが、高ᗘ⤒῭ᡂ㛗ᮇに多ゅ化をヨࡳるも、現ᅾは㑅ᢥと集中で研究㛤発自యが཰⦰ഴ向にある。

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘらしき㐠用が中央研究ᡤの一部においてはなされていたが、かようなࢩステ࣒で研

究テー࣐ᥦ᱌がなされることは࡯とࢇどない状態が現ᅾまで続いている様子である。 

 

4.3.2 㹋㸰社㸦中ሀ化学㸯） 

㹋㸰社は、ఏ⤫ある安定ᆺ௻業であり、௒なお活発な研究㛤発により新〇ရをୡに㏦り出している。

コアᢏ⾡は㹋㸰社⊂自の特Ṧᶞ⬡であり、඾ᆺ的な㹀㸰㹀事業を展㛤している。研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘは

明文化されていないが、ᥦ᱌をᕼ望する者向けの࢛ࣇー࣐ットは用意されている。しかしながらᥦ᱌自

యはあまり行ࢃれていない様子である。研究テー࣐の᥈⣴はもっࡥら࢜ーࢯドックスな方法、すなࡕࢃ、

Ⴀ業⋓得情報や自社ࢩーࢬ公㛤によりなされている。 

 

4.3.3 㹋㸱社㸦中ሀ化学㸰） 

 㹋㸱社は、中つᶍの⪁⯒௻業であるが、上グ㹋㸰社同様活発な研究活動を展㛤している。㹋㸱社のᙉ

は㹋㸰社と同様に㹋㸱社が〇造する特Ṧᶞ⬡であり、඾ᆺ的な㹀㸰㹀௻業である。௨๓、ᐇ㝿に研究ࡳ

テー࣐ᥦ᱌ไᗘの活用をヨࡳたが、十分機能させることができなかった⤒⦋があり、現ᅾは上ᒙ部のᙉ

いリーࢲーࢩップに基づくႠ業情報の᭷ຠ活用に重Ⅼを⨨いた㹐㸤㹂⤌⧊新యไによる新たなヨࡳにྲྀ

り⤌ࢇでいる。 
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5. 考察 

௨上のケースからは、ḟのことがㄞྲྀࡳれる。 

ᑠつᶍ௻業は研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘのようなつ定を✚ᴟ的にタけるᚲ要はなく、社㛗の会社㐠Ⴀ方㔪に

もよるが、研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘ㢮ఝの機能を発᥹させることができるし、ᐇ㝿機能している。 

一方、大௻業は、௨๓からこのไᗘをᚑ来ᆺのႠ業情報等とే用ᑟධし、これが研究テー࣐᥈⣴の主

要部とはなり得ないにしても、⥅続してᐇ᪋することでそれなりのຠ果を得ているものと᥎察される。 

それでは、これら୧者の中ᗤに఩⨨する中ሀ௻業はどうだろうか㸽本報告者らが⥅続的に調査を続け

ている中で、このไᗘを上手に活用してᡂຌを཰めている௻業は現時Ⅼでは見出し得ていない。研究者

ேཱྀ的に見て、研究者に対しຠ⋡的にテー࣐ᥦ᱌をಁすためにはఱらかのไᗘをᩜくᚲ要があり、現ᐇ

にはไᗘ化するも、それがうまく活用されずᙧ㧁化しているところが多いように見受けられる。そして

上㏙したように、このไᗘを᏶全ᨺᲠし、ᑓ門部ไに⛣行した௻業もᐇ㝿にᏑᅾする。 

௨上の観察からは、中ሀ௻業は大௻業にẚ࡭、㹐㸤㹂の࣐ネジ࣓ントをᐇ行するにあたり、研究テー

࣐᥈⣴というどⅬにおいてこのไᗘの活用にはあまり✚ᴟ的ではないとゝうことができる。そしてその

理⏤としては中ሀ௻業の自ぬの᭷↓にかかࢃらず、それをᑟධできないఱらかの理⏤が₯ࢇでいてᐇ行

ᅇ㑊が行ࢃれているのではないかとの␲いを持つ。 

特に௒ᅇはその理⏤としてこのไᗘの⥔持コストに╔目している。このไᗘが௻業内業務ࢩステ࣒の

一つである௨上、⥔持していくためにはඛに㏙࡭たようなコストがかかる。そしてこのコストを᥎計す

ることは可能である。このコストはおそらくスケール࣓リットが出せるコストであろうことが᥎察され

るので、大௻業よりスケール࣓リットのⅬでຎる中ሀ௻業が⤒῭的な㠃でこのไᗘをたやすくはᑟධで

きないのではないかと௬定することができる。 

 

㸴㸬分析手ẁ 

上グ௬定を⿬௜ける手ẁについては大௻業と中ሀ௻業で、研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの⥔持コストがその௻

業の㹐㸤㹂費用全యに与えるインパクトを᳨ウすることとする。 

上㏙したように、研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘを᭷ຠ活用するには大きく二つのコスト、すなࡕࢃไᗘのᑟධ

費とその⥔持費がかかる。ここでᑟධ費はไᗘᑟධ時にかかるいࡤࢃイࢩࢽャルコストであって、まと

まった出費であるとしてもᑟධ௨㝆は負担にならない一過性の費用である。しかも、情報インࣇラとい

うⅬでは᪤に中ሀ௻業において㹐㸤㹂を行う上である⛬ᗘ⿦ഛが῭ࢇでいるものと考えられる。一方、

⥔持コストはこのไᗘをᩜく௨上、未来Ọຕᨭᡶい続けるᚲ要のある費用である。౛えࡤ、これらには

事務ᒁの㐠Ⴀ費用、情報の粘╔性ඞ᭹手ẁ、研究者ᩍ⫱、アドバイザリー等の費用がヱᙜする。 

このⅬから、㹐㸤㹂費用に対するไᗘ⥔持費用の重ࡳについて、大௻業と中ሀ௻業の間にᕪがࡳられ

るかどうかを主యに᳨ウする。 

 

㸵㸬さいࡈに 

研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘは、その௻業の⤌⧊㢼土、情報の粘╔性のඞ᭹等、いくつかの᮲件がうまくかࡳ

合ࢃさった結果、ᡂຌ࡬とᑟかれる。 

本報告では、そのษりཱྀとしてᙜヱไᗘᑟධ・⥔持コストに╔目し、その研究⫼景を㏙࡭、そしてᐇ

社会の研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの現状をケーススタディしたᚋ、大௻業と中ሀ௻業のᕪがそのไᗘの⥔持コ

ストに⏤来するものではないかのとの考察のୗ、その分析方法にゐれた。 

  

本報告者らはこれら一連の研究を通じて、現ᅾの中ሀ〇造௻業の㹐㸤㹂における新〇ရ㛤発のᅔ㞴さ

というᝎࡳをඞ᭹し得るᐇ㝿的な研究テー࣐ᥦ᱌ไᗘの仕⤌ࡳసりをᥦ᱌できれࡤᖾいと考えている。 
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